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6 略解 – 2次元の発散とガウスの発散定理
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2. ∇ · V1 = 1.

3. r(s) = (cos s, sin s) (0 ≤ s ≤ 2π) とおくと, n(s) = (cos s, sin s).
∫

∂D
V2 · n dS =∫

∂D
−2 ds = −2 · 2π.

4.
∫

D
∇ · V2 dS =

∫
D
−4 dS = −4π.

7 quiz – 曲面の法線, 接平面, 面積分
曲面 z = x2 + 4y2 を考える.

1. r(s, t) = (s, t, s2＋ 4t2) が曲面のパラメータ表示になっていることを納得しよう.

2. 曲面上の点 r(2,−1) = (2,−1, 8) における単位法線ベクトルを求めよう.

3. 曲面上の点 r(2,−1) = (2,−1, 8) における接平面を求めよう (式, またはパラメー
タ表示で)

4. 曲面の −2 ≤ x ≤ 2,−3 ≤ y ≤ 3 の部分の面積を, 2重積分の形に書こう (積分を実
行するのはたいへんなのでやらなくていい).
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曲面のパラメータ表示

r(s, t) = (t sin s, t cos s, t2). r(s, t) = (s, t, cos(t + 2s)).

今日の範囲に対応する教科書のお奨め問題

問題 2.45(p.62), 問題 2.46(p.63), 問題 2.47(p.64), 問題 2.48(p.64), 章末問題 [2.9](p.65).

問題 4.11(p.98), 問題 4.12(p.99), 章末問題 [4.6](p.105), 章末問題 [4.7](p.105).

プチテストのお知らせ

06月 07日 (火)にやります. 次の問題を出します.

1. 保存場の線積分
∫

C
V · dr や ポテンシャル f を求めること.

2. 非保存場の線積分
∫

C
V · dr やその他の線積分.

3. 一般のベクトル場の線積分
∫

C
V · nds と 2次元のガウスの発散定理.

4. ∇ · V ,∇f, [∇V ] の計算.

お知らせ

実習室や自宅で, Web 上で講義の録画を見られます. 自宅での再生には Password が
必要です.
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